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　「にっΆんにはνϡーγϣーΩΪϣーが多す͗るんですよ」とするӳਓ࣮業Ոのओுがੈに
᪎ᬚした࣌から数年がա͗た。これは౷ܭの読み方も஌らない、いやਓޱが日本の൒分のӳ国
にはഒۙくの企業があり、どんどん૿Ճしているなどの事࣮と൓ূの前にさすがにฉかれなく
なったものの、中小企業研究に൒ੈۙلくै事してきた਎にはかなりઈ๬的なࢥいがしたもの
である。それどこΖか、総຿ল「経済ηϯαε」では2012年から2021年までの約े年ؒで、
企業の総数は約49ສ、12.7ݮ�り、この͏ちݸਓ事業ऀ数は556
634、25.6�もݮ少している。
զが国の中小企業はܹݮのまっただ中にあるのである。
　ひとこΖの「日本的経営ઈࢍ論」「日本経済ઈ޷ௐ論」とは対র的なくらい、今日では「日
本はなぜμϝなのか」とい͏論ௐがੈを支഑している؍がある。そしてこれと࣌をಉ͡くして、
ܧ事業ঝ」「೉ऀܧޙ」、で生͡ܗえるݟ৅が໨にݱ少ݮのよ͏に中小企業のਰୀهに্࣮ݱ
のࠔ೉」でফえていく企業もݦஶである。対র的に໨ཱͭのは「ϑϦー」、いわば「໊໨的ࣗ営
業」にै事するಇきखの࢟である。「ब業構造ج本ௐ査」にґればその数は200ສਓを௒える
とい͏。こ͏したਓたちのݖརをकるたΊの「ϑϦーϥϯεɾ事業ऀؒ取Ҿదਖ਼化౳๏」もࡢ
年ࢪ行された。ੈք的にݟても、EUԤभ連߹で「ϓϥοトϑΥーϜϫーΧーの࿑ಇ৚件վળ」
ɾߴ୒されるなど、*T৘ใ化と通৴ӡ༌खஈ౳のՃ଎度的ී及࠾がྩࢦ 度化のもとで֦大する、
はෆࡦする੓ظརをकり、社会の҆ఆをݖ࿑ऀの経済的社会的ۈとい͏かたちをとらない༺ޏ
Մܽなものとなりͭͭある。
　このことにも৅௃されるよ͏に、企業と࿑ಇをΊ͙るੈք的なҐ૬と࣮ଶはෳࡶであり、さ
ま͟まな՝୊をੈに໰͏ている。͚れどもまたそれだ͚に、࣮ݱをとらえ、分ੳཧղするたΊ
のཱ٭఺、方๏、また՝୊として໨ࢦすべきものを੔ཧ明ࣔしていくことࣗମがいまや༰қで
はなくなっている༷૬も১えない。しかもੈք的な関৺のߴまりは、࣮ݱをとらえるたΊの֓೦ɾ
論ཧどこΖか、ݸ々のݴ༿とҙຯ͚ͮにࢸるまで、ࠞ ཚを生み出している؍もある。ྫえば「ε
λートΞοϓ」のޠである。
来、ੈք中でݩ　 ňى業ŉ「৽ن開業」とい͏のはstBrt�Vpとӳޠ表هされてきており、特
ผなҙຯなどない。80年代にӳ国αονϟー੓ݖがઃ͚たࣦ業ऀにおۚを出してى業させ
るEnterprJse AMMowBnDe 4DheNe企業開ઃख当制度のܧޙとして、90年代にઃ͚られたのは
#VsJness 4tBrt�Vp 4DheNe開業ख当制度であった。զが国ももちΖんྫ֎ではなく、2002年
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に中小企業ிが出したى業支援のたΊのύϯϑレοト、h ૑業支援のΤοηϯεʱは「The 
EssenDe oG 4tBrt�Vp 4Vpport」が෭୊にهされている。しかしۙ࠷では「ελートΞοϓ」と
い͏のが特ผなҙຯを࣋ち、৽しいϏδωεでٸ成௕し、ࢢ場開୓ϑΣーζにある企業や事業、
ըظ的なΠϊϕーγϣϯを୲っている、ひいては「ઃཱ年数は関܎ない」などと、まったくҟ
なるҙຯ͚ͮで多༻されるよ͏になり、੓෎もこれを支援することにྗをೖれているよ͏であ
る。かっての「ϕϯνϟーϏδωε」のޠの࠶൛であΖ͏か。
　このよ͏な৽たなΧλΧφݴ༿の൙ཞとҟなるҙຯ͚ͮが、੓ࡦや企業経営をΊ͙るٞ論や
制度構ஙにࠞཚをটきかͶないばかりではなく、ֶ໰研究には大きなো֐となることはࣗ明で
あΖ͏。そのҙຯでは「は͡Ίにݴ༿ありき」ではなく、まさに「事࣮」、࣮ࡍのଘࡏと࣮ଶの
究明こそがまͣ研究とٞ論の対৅でな͚れば、いったいなんのたΊ、なにを研究しているのか
がࠜ本的に໰われるのではないか。大੾なのは৽ޠ大賞ではなかΖ͏。
　චऀをؚΊ中小企業の研究にै来ै事してきたऀとしては、ॾ資ྉの活༻の一方で、「事࣮」

（GBDt）をݟいだし、経営ऀや関ऀ܎らとともにそのҙຯを考࡯し、ҙຯ͚ͮていくよ͏な౒ྗ
が大前ఏであると考えてきた。関ຬതࢯは「ݱ場ओٛ」をএえ、ࢲは「໰୊発ݟɾਂ۷り」型
の対࿩ॏࢹとしてきた。これに対しۙ年では、๲大な౷ܭσーλ౳のೖखղੳが༰қとなり、
৽たな発ݟやࢦఠも多々あるものの、ଞ方またύϯσϛοΫの3年ؒによって๚໰ௐ査や対࿩
が૬当に્֐されてきた؍もある。それによりまさしく「ϦϞートのੈք」の޲こ͏の࣮࣮ݱ
ଶとい͏ものがどれ΄どݟえにくくなっているのか、さらにۃ論すれば「༌ೖ」֓೦ɾ࿩๏の
൙ཞにԡしྲྀされていないのか、ةዧײも֮えるのである。ඞཁなものは、࣮ଶ೺ѲのたΊの
࿮組みɾ方๏と۩ମ的な事࣮のೝࣝཧղ、それにもとͮくීว的論ཧの構ஙだΖ͏。
　ひいてはまた、「中小企業研究」の௕年のྺ࢙とその中での研究成果、ॾٞ論と論఺、それ
らの୲ってきたҙຯなどに関し、あらたΊて໨を͚޲て໯えることもظ待したい。今ߋաڈに
໭れとい͏ことではなく、「Կが৽しいのか」「ԿをいまΊ͟すべきなのか」といったཱ٭఺を
֬ೝする͏えでも。h 日本の中小企業研究ʱ第一࣍ʙ第࢛࣍はそのたΊのઈ޷のϦϏϡーΞー
ςΟΫϧɾखҾき資ྉであったが、ࢲがฤ集代表となった2000年代൛（2013年、ಉ༑館ץ）Ҏ来、
৽൛ฤץࢊ行が్ઈえている。࢒೦なことであるが、是非にまた໨を通して௖きたい。


